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「夏休みに向かって」         校長 豊崎 努 

 暑さとともに暦（こよみ）は７月に入りました。「令和５年」でいえば２分の１、「令和５年度」でいえば４分の１が過ぎた

ことになります。 

 ５月８日に新型コロナウイルス感染症が５類に変わり、様々な制限が緩和されてきました。学校でも行事や日々の生活の

中に「ゆとり」のようなものが感じられます。 

 本校では、運動会の参観人数の制限を行わず、多くの保護者やご家族に応援していただくことができました。また、地域

の皆様にも多数ご来場いただき、生徒の活躍を見ていただくこともできました。 

 宿泊行事は、５月に１年生の魚沼自然教室、６月に３年生の修学旅行と５組の鋸南宿泊学習を実施しましたが、施設によ

り若干の制限はあったものの、和気あいあいと語り合ったり、カードゲームなどをしたりしている姿がとてもほほえまし

く、とても印象的でした。今後も、生徒・教職員の全員が健康・安全に気をつけて過ごしていきたいと思います。 

 まもなく夏休みがやってきます。生徒にとっては時間割やチャイムのない「自分の時間」を過ごすことができる時です。

自由な時間がやってくることにワクワクしている人も多いと思いますが、夏休みに向けて、朝礼で全校生徒に「『自由』に

は『責任』がセットになっているのですよ」という話をしました。 

 人は成長していく（大人になっていく）につれて、自分で判断できる自由が増え、その分、自らにかかる責任も増えてき

ます。大人であればこれは自然に実感していることですし、「責任」のない「自由」は「自分勝手」と思われることも分か

ります。そして、大人への階段を登っていく中学生は、そうした「自由と責任」の関係を学んでいく大切な時期だといえま

す。そう考えると、時間割やチャイムがなく、先生方の指示や指導がない「自由」な夏休みは「自由と責任」を実感する絶

好のチャンスなのだろうと思うのです。 

 目標や計画がなくても時間は過ぎていきます。しかし、見通しをもった生活ができた時の毎日の充実度や成長は大きく違

ってきます。 

 中学生にとって「責任」という言葉は大きくて重いのかもしれませんし、まだ漠然としたものなのかもしれません。とは

いえ、多くの生徒が「責任」を自覚して生活している頼もしさも栗島中学校にはあります。保護者の皆様には、夏休みの自

由な時間を良い機会と考えていただき、そのような時期を生きる中学生に寄り添い、知恵を貸し、声をかけていただければ

と思います。地域の皆様には、地域に生きる中学生を、是非あたたかく見守っていただきますようお願いいたします。 

 夏休みが誰にとっても楽しく有意義な時間になりますように。 

◯ ● ３年生、修学旅行 ● ◯ 

 ６月２日（金）～４日（日）に、３年生が京都・奈良への修学旅行に出かけてきました。台風がきていたため、天気がか

なり心配された中での出発となりました。１日目の予定の変更はありましたが、それ以外はほぼ予定通りに行動することが

でき、とても充実した３日間となりました。 

【１日目】青井駅～東京駅～新大阪駅～奈良（東大寺）～ホテル 

 本来であれば、奈良公園での班別行動を予定していました。到着してかなりの大雨でしたので、予定を変更して昼食をと

ってから東大寺のみの見学に変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【２日目】京都市内班別行動（北野天満宮）～舞子鑑賞 

 京都市内の公共交通機関を利用して、事前に自分たちで計画したコースを、班ごとに計画して回りました。 

予定通りに回ることができなくて苦労したこともありましたが、班長を中心に班員と協力して、京都市内の神社仏閣を見て

回ることができました。夜は舞妓鑑賞をしました。ほとんどの生徒が初めて見る舞妓さんに興味津々で、とてもよい時間と

なりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３日目】クラス別行動【1組、５組：清水寺～金閣寺、2組：伏見稲荷大社～養源院】 

 クラス毎に決めたコースをバスで回りました。バスでゆったりと回ることで、２日目とは違ってゆっくりと過ごしている

様子もあり、どのクラスも見学地を見て回りました。 
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★ ☆ 令和５年度 第４３回運動会 ☆ ★ 

 ６月１０日（土）に、運動会を実施しました。今年度はコロナ明け最初の運動会として、来賓の方々と保護者の方々の参観
に制限を設けずに行うことができました。 

 運動会当日まで学年種目や栗中ソーラン、集団行動の練習を重ねてきたり、実行委員が中心となって係としての準備をし
てきたりと、生徒自身で作り上げてきたものが大きい運動会となりました。その中でも特に３年生の力は大きなものでした。 

本番当日は、『一勝懸命～仲間と掲げる優勝杯～』というスローガンのもと、入場から退場まではもちろんのこと、競技に
演技にそして、なによりも係の仕事に仲間の応援にと懸命に取り組んでいる姿がとても素晴らしかったです。中学生が１つ
のことに懸命に取り組んでいる姿、１つのことに熱中している姿は最高のものでした。 

特に５組の生徒の入場から始まった集団行動、３年１組２組の生徒へとつながれたバトン、そして、最後の栗中ソーラン
は会場全体を一体感あふれるものとしてくれ、大きな感動を与えてくれました。 

当日は、お忙しい中栗島中学校の運動会に、多くの保護者の皆様、そして、多くのご来賓の方々にお越しいただきまして、
ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ ●  ５組、鋸南宿泊学習  ● ◯ 
 ６月２８日（水）、２９日（木）、３０日（金）に、５組が鋸南宿泊学習に出かけました。 
昨年度は１泊２日での実施でしたが、今年度は、特別支援学校設置校１０校を５校ずつの２グループに分けて、２泊３日で
行ってきました。 
 １日目は、学校を出発して、途中海ほたるで休憩をして、勝浦海中公園に行ってきました。また、天気の良い中、磯遊び
をして、とても楽しんでいる様子がありました。２日目は、朝食の後、鋸山ハイキングに出かけました。午前中は曇ってい
て過ごしやすく、ハイキングを楽しんでいました。その後、保田小学校で買い物をして、それぞれが家族のお土産や自分の
へのお土産を考えながら購入していました。３日目は、千葉市動物公園に出かけました。お昼前に雨が降ってきたので、予
定を少し変更しましたが、動物公園を楽しんできました。そして予定よりかなり早く帰ってくることができたので、学校で
ゆっくりと振り返りをすることができました。 
 様々な活動を共にすることで、学級の仲間との絆が深まった充実した３日間となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●◯９月の主な予定◯● 
 

６日（水）～８日（金）職場体験 
19日（火）～21日（木）到達度確認テスト 
26日（火）生徒会役員選挙        27日（水）あだちからの日 
29日（金）連合陸上競技大会       30日（土）５組連合陸上大会 
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